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心室紳動(V F)は 心筋梗塞の急性期, 急性心筋炎あ
る い は心室噛症例 に お い て み られ る こ との 多い もの で
あるが , 稀に は 一 見基礎に 器質的心疾患の認め られ な
い 例に 出現 する こ とが あり い わ ゆ る健常者の 突然死 の
主要な原因とみ な され てい る. こ の よう な V Fの エ ピ
ソ ー ドを も つ 症例で は V F出現の 前後 に 心 室性期外収
縮(P V C)の 散発する こと があり, これを V Fの w aming
sign と み な して い る. こ う した P V C は心電図上, ①連
続的な出現, ②連結瀾が著し く短い (R o n T), ③多
形性な どを特徴と す る. ま た VF の 起 り方に は 2 つ の
場合が あ り, 突然に V F の発生す る場合 と P V C が連続
して続き V Fに移行 す る場合 とが ある と され る. 従 っ
て上記の警戒 を要す る P V Cの 諸性質の う ち, その 連続
的出現 は V F と直接 に 関係す るも の と し て特に 注意 を
要す るも の と考え られ る.
心臓に 交流通電 し て V Fを惹起 す る手技は今 日心臓
手術の 際に 日常用 い られ て い るが , こ の 際の 刺激電流
は極めて 弱い も の で充分 で, 時 に は医療機器か ら の 漏
え い 電流程度の も の で さ え V Fを 生 じう る. 1967年
S ugim oto らl)は こ の 点 に つ い て 検討 を加 え, 交流刺激
が P V C を連結期を短かく しなが ら連続 して発生させる
ために VF の 開催(V F T)が 著しく低下し, 容易に V Fに
到る こと を示 した.
以上 の P V Cの 連発 が V Fに 移行す るとい う 臨床的事
実と PV C の連発 が V F T を低■Fさせ るとい う 実験成績
に 基づ い て , 今回著者 は基礎 に 器質的病変 を持 た ない
状態の in situ 心 に つ い て 50cps 電気刺激 を加 え て 連
続的 P VC を作成し, こ れが V Fに移行する時の条件を,
Ele ctr ophysiologic al PropertiesDete rmining
こ れ に 対す る薬物効果を合わ せ観察す る こ と に よ っ て
検討 しよう と した.
対象お よ び方法
実験動物に は体重 6～ 12 kg の 犬 17頭を用 い た. ベ ン
ト パ ル ビタ ー ル ナ トリ ウム 30mg/kg 前後の静注に より
麻酔 した 後人 工 呼吸器(Ha rvard 607型)に よ る間歓的
陽圧呼吸下に 右第4肋間で 開胸 した. 図1 に 示 す よ う
に 心包 を開き 洞結節 を機械的に 挫滅 した. 電極に は径
1 m m のプ ラチ ナ電極 2個 をうめ こ んだ径5 m m の プラ
ス チ ッ ク 板 を用 い こ の 電極 4個 を左右心室表面に 縫著
し た. 電極1対 を基礎刺激用, 1対 を試験刺激用, 他の
2対 を電位記録用と した. 基礎刺激は試験刺激に よ っ て
心室反応が 生 じてい る 間は抑制され る必要があ るた め
dem a nd塾 ペ ー ス メ ー カ(Devic eE 2991)を用 い , 100/
分の 頻度 の基礎刺激 と した. 試験刺激 に は単 一 パ ル ス
電気刺激 と 50cps電気刺激 を行 な っ た . 単 一 パ ル ス 刺
激 は2 m se c巾矩形波刺激と し, 基礎刺激に トリ ガ ー さ
せ たオ ッ シ ロ ス コ ー プ(日本光電製 VC - 7)の 1掃引
に 基礎刺激 8～ 10個が 入 るよ う に した
.
ま た, 掃引の
折 り返し に 刺激装置(日本光電製 M S E-3)の遅延回路を
トリガ ー させ る こ と に よ り,8 ～ 1 0拍 ごとの心 周期の任
意の 時点 に 刺激が加 えら れ るよ う に した
.
50cps 刺 激の た め に は電気刺激装置(日本光電製
M S E･3)を用 い ,50cps2 m se c巾の 矩形波を5秒間加え
た. い ず れも刺激回路の 陰極側に 1 k 凸 の低抗 を置き こ
の 前後の 電位差変化 をオ ッ シ ロ ス コ ー プ上 で読み と る
こ とで電流の 強さ を測定 した . 記録は肢誘導心電図と
the Ventric ular Fibrillatio n T hreshold
Me as u red by 50cps Electric al Stim ulatio n. K6ichi S higeta, Departm e nt of Internal Me-
dicine(1),(Dire ctor: Pr of. N . Hatto ri), Scho ol of Medicin e, Ka n a za w aUniv ersity.
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Fig. 1･ M ethods fo r stim ula
tio n a nd r e c o rding･
心 室局所電位 を多用途監視装置(日本光電製 R M-150
型)イ ン ク措き 記録装置 に 記録 した ･ 心室内伝導時間測
定の た め に は ビジグラ フ(三 栄測器製 F R
･30型)を用 い
た.




足 し, D E T の 2倍 の 強 さ の 電 流に よ り 相 対 不 応期
(R R P)を測定 し,10mA の 電流で絶対不応期(A R P)を測
定 した. 50cps刺激で は刺激の強さ を漸次強 めて V Fを
生 じる時の電流の強さ を心 室細動閑値(VF T)と した. 刺
激 を 中止 した後 に も cha otic な心 室反応 の続 く場合を
V F と判定 した. 図2 は V Fの 発生を みた ときの 記録の
実例である . ま た, 図 3に 示 す 如く, 刺激中に 生 じる
心室反応の頻度 を R R間隔で測定 し刺激 の強さと R R
間隔の関係 を観察 した . V F は 30秒以内に直流除紙数
器 に よ り除細動 を行 な っ た . 心 室内伝導時間(c o n-
du ctio ntim e :CT)の 測定 は 4例に つ い て 行な っ た .
こ の た め に は 図4 に 示 す よう に , 石室表面 に約3c m 離
れ た 2 か所で め電位到達時間を測定 し, 基礎刺激の 強
さ を 0.1,0.15,0.2,0.3, 0.5m A の 5段階 と して それぞ
れ に つ い て刺激頻度 を増 した時 の 興奮伝導時間の変化
を観察 した , な お , 刺激部位の 右室表面心電図を sur･
fa c eE C G と した.
薬物 は プ ロ プ ラ ノ ロ
ー ル(P)とプ ロ カイ ン アミ ド(P A)
と を用 い た. P .は 5m g を, P A は 200
～ 400m g を 3分
間で静注 し, 5分後 に 上記の計測 を繰 り返 した. P は45
0 服用 鳩
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Fig. 2. Dete r minatio n of ve ntricula rfibri11atio n thre shold(VF T)by50cps st
im ulatio n ap plied for
5se c. W ith the cu r r ent stre ngth of O.09m A (left) a nd O･14(right), Ve ntric ula r ta chyc a rdia a
nd
fibrillatio n w er e obtain ed r e spe ctiv ely.
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Fig･ 4･ Effe cts ofthe drugs o nthe r elatio n ship betw ee n cy lele ngth a nd condu ction
tim e･ Fr o mleft to right, the cyclelength w a s shortened･ V El･V E2indic ate s c o n･
du ctio ntim ebetw e en the tw o r e c ording ele ctr odes o nthe right v e ntricle, inter-
ele ctrode dista n ce3c m . Su rfa ceE C G: E CG on stim ulated site.
m gま で P A は1200m g まで を注入 した.
成 績
50cps刺激 に よ る V F Tの 変化 (図5)
薬物投与前 の V F T は 0.16 ±0. 9m A(n = 13)で あっ
た
.
VF T は P投与後 は 2例 で不変,3例で や や上昇 し,
45mg 投与後 の V F T は 0.40 ±0.30m A であっ た(P<0.
20). P A 1200mg 投与後 V F T は全例で 上 昇 した. P A
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1200m g投 与後 の V F T は1.03±0.79 m A であ っ た
(P<0.025). 特に 2例で は著 しく上昇 し, それ ぞ れ 4.1
及 び 2.6m A の 高値 を示 した.
50cps 刺激時の心室反応間隔(R R)(図6, 表1)
50cps刺激 に さい して は刺激電流の強さを増す に伴 な
い R R間隔は短縮 した. こ の傾 向はP 投与前後 で はあ
ま り変ら なか っ た が,P A投与後は電流の強さ を増して
も R R間隔の短縮 は生 じに くくな っ た . 図6 は P と P A
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Fig. 6. Effe cts ofthe dr ugs ofthe r elatio n ship betw e en c u r re nt str e ngth of 50cps
a nd v e ntric ula r
re spo n s einter v al(R R).
投与後の 変化 を示 す 1例の成績で ある. 図中の 曲線で ,
も っ と も短か い R R間隔は V Fに 移行す る直前の R R
間隔である. つ ま り V F は R R間隔が c ritic al な億 とな
っ た時に発生 した.表 1に みる ごとく この Critic alな R R
間隔は P量 を ま しても変化せず, P A量 を増す と とも に
や や 増大 し, 対照 の 164 ±19m se cか ら P A 1200m g 後
に は 247 ±59m se cと な っ た. しか し この上 昇の程度 は
V m の上昇の 程度に比較す れ ば軽度 の も の で あり,
V F T の上昇 は主 として P A投与後 R R間隔が短縮 しに
くく な る こ と と関連す る こ と が認 め られ た.
D E T の変化(図7)
薬物投与前の D E T は0.08±0.04m A であっ た . D E T
は P 投与後 は 3例全例で不変で あ っ た . P A投与後は
1200m g の投与 によ っ て 2例で 0.3及 び 0.55m A に 上
昇 した ものの,他 の6例で は変化せず全体 と して 0.22±
0.16m A と上昇の傾向 を見 るに と どま っ た(P<0.1). PA
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Fig. 7. Effe cts ofthe drugs o ndia stolic
r efr a cto ry pe riod(R R P) a nd abs olute
R R Pの 変化(図7)
RR P は薬物投与前 で は 272±48m s e cであ っ た. P45
mg 投与後 は350 ±50m s e cとな り(P<0.1 0), P A 1200
mg 投与後は 377 ±39m se cと全例に 延長を認めた(P<
0.05).
A R Pの 変化(図7)
A R P は投薬前 に は 1 92 ±29m se cで あ っ た. P投与
では不変, P A 1200m g 投与で は294±40m s ec と延長
した(p<0.001).
549
2 00 4 ∞ 8 00 8 00 10002 r喝
Pr ∝ainamide do sis
excitability thre shold(D E T), relative
r efra cto ry period(AR P).
C Tの 変化(図8, 表2)
薬物投与前 に は心 室刺激周期短縮に 伴なう CT の延
長は軽微 であり心室興奮が続か なく なる 最小心室刺激
周期 に お い て は C T は平均37%の 延長 をみるに と どま
っ た
.
しか し P A投与後 は C T は延長 し, か つ 心室刺
激周期短縮時の C Tの 延長 は著 しく高度とな っ た . P A
800mg 投与後 に は心室反応が統 きうる最小周期の CT
延長は平均96% に お よ んだ. 心室刺激の強さ は0.5 mA
まで の 5段階に 変化させ た が こ の こ とに よ っ て C T の
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Table l. Critic al inter v al of v e ntric ular r e spo n s e sprio r
to v e ntric ular fibrillatio n after dr ug ad ministration ･
Exp
No.
P A do sis(mg)of
n O n e 20 0 400 6 0 0 8 0 0 10001200
ロ
犠
13U 17r)170 180 190 ユ95 200
2 140 160 180200
3 160 180200 190 230 215 230
4 180 220 250 290290 305 360
5 175 175 235210 220 245 245
6 160 155 155 205 175 2002
7 180 232 244
8 184■ 196 220
m e a n164 土19177 ±2 1202 士32 213 士36 224±35 32±40247 ±59
Exp
Nα
P dosis (mg) of
n O n e 5 10 1 5 20 25 3 03 5 40 45
9
撫
1 45 1 75 180 170 180 180185 200. 190 200
10 180 220 210220 210･ 225 2 15 225 2002
田 150 160 1~70 200 185 180 165
12 ■ 140 140 160 170 160200
13 140 160 15516() 190 180 180 200田 190
m ean 15 1±15 17 1 ±2 7 17 6士22 178±2118 ±17
H
1 94 ±1て 1 93 ±15201 土16 184 ±13203 ±12
変化の 仕方 に差 は みら れ なか っ た . 図8 は P A投与後
の C T変化の 1例 を示 し, 表 2 は 4例 に お ける成績 を
ま と めた も ので ある.
考 察
Ⅰ V F T の測定方法 につ い て
1940年 Wigger sら
2)は心周期の特定の時期すなわ ち
受攻期 に大き な電気刺激を加 え る と V F を発生す る こ
と, こ の際の電気刺激の大き さ を V F T とすること に よ
っ て細動の発生の し易 さの指標 と な しうる こ と を示 し
た
.
以来 V F T は 5～ 10m s e c巾の矩形波 を用 い た単 一
刺激 パ ル ス に よ っ て測定 され るこ とが多か っ たが , その
後細動受攻期の附近に1 0～ 15個の連続 したパ ルス 刺激
を加 える トレ イ ン刺激法が 工 夫さ れ , 又 こ の 際刺激時
間を長 く して い く つ かの心 周期 に及 ぶ よう に して V F T
を測定 す る連続刺激法も行 な われ る よう に な っ た . 連
続刺激法の場合, 数秒 に わ た る刺激の持続時間を
一 定
に して V F を生 じる刺激電流の強さ を測定 す る場合と
刺激電流の強 さ を 一 定 に し て刺激時間 を変化さ せ V F
に 到る 刺激時間 を V F T と する場合とが あ る. 今回の 著
者の 試み は刺激時間を 5秒間と 一 定 に し, 刺激 の 強さ
を V F T と して測定 した. こ れ は は じめ に述 べ たよう に
実験の 目的が P V C が連続的に発生 した時の V Fへ の移
行 の条件 を観察 す る とい う理 由 に よ る も ので あ る.
ⅠⅠ V F Tに 対す る薬物効果
V F Tに 対す る P 又 はP A の効果 に つ い ては これまで
単 一 パ ル ス 刺激法ある い は トレ イ ン 刺激法に よる検討
が い く つ か な され て い る. PA の VF T 上昇の 効果は
一
心 室細勤発生の要因に 関す る 実験的研究
Table 2･ C ha ngesin c ondu ctio ntim e related withthe pa c ed cyclele ngth after








Pa 設 計 ＼
PA dosis (ng) of
n O n e 4 0 0 8 0 0 1 2 0 0
1 4
Ba sic 6 0
難
8 4 90
Sho rtest 7 4 1 3 0 1 7 6
% cha nge 2 3% 5 5% 9 6%
1 5
Ba sic 2 5 3 8
Sho rtest 3 6 5 0




Ba sic 6 0 8 0 9 5 1 0 0
S ho rte st 8 0 1 3 0 1 5 0 1 70
% cha nge 33 % 6 3% 5 8% 7 0%
1 7
Basic 4 0 6 0 7 0 9 0
Sho rte st 6 0 13 0 1 6 5 28 0
% cha nge 5 0% 1 1 7% 13 6% 2 1 1%
※ m s ec
2 0 0 40 0 600m 5 e ⊂
Ve nH c ula｢ ⊂yCleIength
Fig. 8. Effe cts of pr o c ain amide o nthe r elati｡ n_
Ship betw en cycle le ngth a nd c o ndu ctio ntim e
(C T).
般に認 め られ て お り, た と え ば Yo o nら封は P A l O～ 20
m g/kg静注法によ り V F T が 88%上昇す る こ とをみ て
い る. 一 九 P の 効果に つ い ては 一 定の 成績 は得ら れ て
い な い . Ro sati ら4)は P を 4mg/kg用 い て も V F T は
不変 で あ っ た と し, A lle nら5)は 5m g/kg の 量 で平均
58%の V F Tの 上昇をみ て い るが 有意な 上 昇で はなか っ
たと してい る. しか し, M o o rら
6)は 1 mg/kg の 量で平
均 230%の V F T の上昇 をみ てい る. 著者 の今回の 方法
で は P Aに よ っ て V F T は上昇 した もの の P によ っ て
は V F Tは ほ とん ど変化 しな かっ た
. 単 一 パ ル ス 法あ る
い は トレ イ ン法 に よ る V F T が Pあるい は P Aに よ っ
て如何 に 変化す るか に つ い て は今回検索 して い ない が,
少なく とも P V C が連続 して出現 して い る状態におい て
み ら れ る V FT の低下 は, P A で予防され るが P で は予
防さ れ ない と い う こ と が出来よう .
ⅠI P V C か ら V Fへ の 移行
PV Cに よる V F T の低下つ ま り P V C と細動受攻性
の 関係 に つ い て は Ha n ら7)の よく知られた 実験が あ る.
Ha nら は V Fの 重 要な要因と して心室筋各部位の興奮
回復過程の 不均 一 性が ある と考 える の である が, 可能
な限り に連結期 を短 かく した P V C を作成する こ と によ
り P V C発生部位 か ら 10～ 15m m の範囲で の興奮回 復
過程の不均 一 性が ほ ぽ 2倍 に 増大 し, これ に伴 な っ て
V F T は 35% 低下す る こ とも 示 され て い る8). さ ら に ,
回復過程の不均 一 性増大に ひき 続い て,P V C が連続的
に 連結期を短 か く しなが ら a c c el r ating ta chyc a rdia
の形で 出現す る とき V F Tの 低下 は著しく なり, D E T
の 2倍近く まで 低下 する こ とが観察されて い る1). P VC
を連統的に 作成す る だ けで は V Fに 移行す る こ とは な
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く, V Fを惹起す る た め に は最後 の P V C の細動受攻期
に ある 強さの 電気刺激がカロえ られ る こ と が必 要で あ る
こ とも観察さ れ て い る1). 従っ て, こ う した形で の V F
の発生は P V C の連発 の起り方と最後の P V C の V FT,
つ ま り狭い 意味での V F T とに よ っ て決ると考えられ る.
Ⅳ V FT を競走す る 因子 の 変化
前述 したような V F Tの 変化 を規定す る心 室筋の 電気
生理学的性質 と して D E T, RP, CT があげ られ る. そ
こ で , まず単 一 パ ル ス 刺激 に より D E T と R Pの 変化に
つ い て 検討 した. D E T は Pに よ っ て は ほとん ど変化せ
ず,P A投与で 一 部で 上昇す る もの が あ っ たが 全体 とし
て有意な変化で は なか っ た . R Pに 関して は R R P, A R P
の い ずれ も P に よ っ て はほ とん ど変化せず, P Aに よ っ
て有意 に変化 した . こ れ まで の 報告で は P は大量投与
時に C T を延長 させ るが D E T は不変, R P は短縮又 は
不変9ト1 1)と い わ れ , P A は主と して R P を延長さ せ C T
を 延長, D E T は不変な い し上 昇1 2)1 3)と い わ れ て お り,
今回 の成績 は こ れ らに ほぼ近 い 結果 であ っ た . 今回 ,
P A投与後 D E T が一 時低下, つ い で 上 昇 した例が あ っ
た が, こ れ は P Aに対 す る交感神経刺激性の 反射性磯
序に よ るも の か も しれ ない . 特 に C Tに つ い て は P A投
与後漸次延長 しその延長 の程度は 心 周期が短く な る程
大 とな っ た . 心 周期短縮時の C T変化 を観察 した成績
は多くは ない が例 えば W e st ら 川 はキ ニ ジ ン に よ り同様
の現象が み られ る こと を 示 して い る. P A投与の 場合の
かか る C T の変化は心周期短締時の 不応期 の短縮 を起
り に くく し, ある い はか え っ て こ れ を延長 させ て 心 室
反応間隔 を短縮 しに くくす る もの と思わ れ る.
Ⅴ V F移行前の R R間隔の変化
50cps 刺激 時の V F移行前 の 心草反応 の 変化 と
V F Tの 関係 を検討した .50cps刺激の 刺激電流の 強さ
を増す と共に これ によ っ て生 じる 心室反応の R R間隔
は短宿 したが この傾向は P投与で は変 らず, P A投与後
は R R間隔は短縮 しに く くな っ た . そ して V F発生は
R R間隔が critical な範囲 にな っ た時 に み られ, 従が っ
て VF Tの上昇は R R短縮が容易 に得 られ なくなっ た こ
と と関連 す る こ と が知ら れ た.
P V C の連発が R R を短絡す る形で続 くと き V F T は
低下す る . P A投与後 は C T は延長 し, その 程度が 心周
期短縮 に伴なし1増大す るた め に R R間隔は短縮 し に く
く な り VF T が低下 し にくく な る と考え られ る. R R間
隔の充分な短縮 を得る た めに は刺激 の 強さ は漸増 し,
従が っ て最後の P V C後の 細動受攻期に 加わ る刺激の強
さも大 きくな っ た . V F に到 る際の R R間隔の critic al
な レ ベ ル が P A後や や増大 して い る の は こ の た め と思
わ れ る
.
電気刺激法 によ り発生す る V F は今 日 r e entry
を機序と する の が定説である. Ha rlら7)は こ の よ うな
re entry の最も 主 要な 因子 と して心 室筋各部で の興奮回
復過程の 不均 一 性 を重視 して い るの で あ るが , これが
r ee ntry 生成の 唯 一 の 要因と な るも の で は な く, これ に
か か わる C Tや R Pの 延長あ るい は D E Tの 変化もそれ
な りに re e ntry 生成 を促進 しあるい は抑制する要因とな
る. こ の こ とは Ha nら7)自身の 実験 に お い て硫酸キ ニ
ジ ンが 中毒量の み な ら ず治療域 に お い て す ら不 応期の
終り の 不 均 一 性 を増大さ せ て い る こ と か ら も明ら か で
あ る.
以上 より P V Cの連発が 弱い 電気刺激に より V Fに移
行す る た め に は R R間隔の 短縮 が あ る値以下 に なる こ
とが必要で あ り, P Aの V F予防効果 は C T を遅 らせ ,
特に 心 周期短縮時の C Tを著 しく延 長す る こ と に よ っ
て P V Cの a c c el r ating ta chyc a rdia と して の 出現を
起 り に く く す る こ と に あ る と結論さ れ る.
ⅤⅠ 本実験 に お ける 制約
本実験に お い て得 られた成績は 50cps 電気刺激とい
う特殊な実験条件下 に お い て の P V C か ら V Fへ の 移行
を検討 したやの で あ る. 自然に 発生す る V Fある い は
心筋 の 器質的病変 を素地 と して発生 す る V Fの 中に は
こ う し た起 り方と は異 なる機序に よる もの があ り,P に
して も P Aに して も機序 を異に す る V Fに 対 して は本
実験 に お い て示 さ れ た と は別の 作用 と効果を も つ はず
で あ る. 本研究は 器質的病変 を持 たな い 心 に P VC が連
発 して V Fに 到る 時の 条件と そ れ を予 防す る薬物の も
つ べ き作用 を検策 した こ と を断わ っ てお き た い .
結 論
心 室期外収縮(P V C)の連発が V Fに 移行 す る時の条
件 と こ れ に 対す る心 室細動(V F)予 防薬の 作用 磯序を知
る目的 で 犬の in situ 心 に お い て検 討し, 以 f の 成績
を得 た.
1. 50cps矩形波電気刺激法 に よ る細動閥値(V F T)
は プ ロ プ ラノ ロ ー ル(P)投与で は不変, プ ロ カイ ン ドア
ミ ド(P A)投与に よ り漸次上 昇 した.
2. V F が弱い 電気刺激で発生 す る た め に は P V Cの
連発 が ある critic alな R R間隔に到る こと を前掟とした.
3. 50cps刺激時の 心室反応 の間隔は刺激 の 強さ を
増 す と共 に 短縮 したが こ の 短縮傾向は P 投与後 に は変
ら ず, P A投与後 に は抑制さ れた .
4 . 心室 筋興 奮の 不応期 はP投与 で は不 変, P A投
与で は延長 した .
5 . PA 投与後の 心 室内伝導時間延長は心 周 期が短
縮す る と とも に 著 しく な る こ と が観察さ れ た .
以 上 の所見に 基ずき PV C が V Fに 移行 するためには
P V C がa cc el ratingta chyca rdia の形 を と っ て出現,
R R間隔が critic al な範囲 に 短縮す る こ と が 必 要であ
心室細動発生の要因に 関す る実験的研究
り,P A はこ れ を抑制す る こと に より V F を起 りに くく
すると結論さ れ た.
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Key w o rds: Ventricularnbrinatio nthreshold, 50cps stim ulatio n, Procain ami de,
Co ndu ctio ntim e
) Ventricular respon se･
Absねact
T his study attem pted to deter minethe effe cts ofpropranolol(P)a nd pr oc aina mide(PA)on
the v e nt ricular 鋭b ri11ation thre shold(V F T) ofthe dogin situ hea rts by m e asu ring the c u rrent
Strengt hof 5 0cps stim uli to pr odu ce v entric ularfib ri 11ation a nd clari fy the ele ctr ophysiological
PrOPertiesinflu encingt he vulne rab nity fo rve ntric ular nb 血1ation .
S即 e nte e ndogs wer estudied･ P or､P A w asinjected intrav e no uslyin dos e s of5mg or2 00｡ r
4 0 0m g, at On etim e, and,tOta止y, uP tO 4 50r 120 0mg, reSPe Ctiv ely･ Diasto正c e x citabilitythresh･
01d(D E T), r efra ctory period(R P) and conductio ntim e (C T) w er edete rmined by m e ans ofa
PrOgr am m ed extra-$tim ulus method u sing a squar e w ave pul$e Of 2msec du ration . V F Tw as
dete rmined by 5 0cps stimulation, CO n Sisting of trains ofsquar e w av epulse of 2m sec duratio n,
ap plied forfive s ec .
■T he administration of Po rPA pr oduc ed n o significant changesin D E T. T here wa slittle
PrOlongatio n of R Pafter admimistr ation of P, W 旭 e the r e w a s significant pr olongation afte r
administr atio nof PA･ In t he c ontroIstate, C T w as slightly pr olonged a sventric ula rpa cing rate
W a Sincre a s ed･ PA i廊 ctio n re sulted in pr olongatio n of C T, Which w as m o r e m a rked as the
V entricle w aspaced rapidly･ T he m ea nvalue of V FT w asO. 16±0.0 9m Ain t he co ntr ol. A dm in is･
tr ation of P Aelevated VFT to l･0 3±0･7 9m A
･
Pa rticular1yin 2, VF Tw as elevated r e markablyto
4･1 and 2･6 m A ･ On the other ha ndI P caus ed an elevation of V F T in 2 0ut Of 5 dogs and n o
軸 nific ant Change int he other3 ･ T he relation betw een t he cu rentstr engthof 5 0cpsstim ulation
a nd the intervals of elicited vent ric ular reSPO nSeS(V R) w a sstudied. T he in cre ase of current
StrOngthof 5 0cps stim ulation w a s a cc o mpanied with t he ap pe a ra nc e of slow v e ntric ula rta chy
-
C a rd ia, a C Cele r atio n of its rate a nd then V F･ V Fw asnoted to develop whe nthe r ate of V Rw as
a c c elrated beyo nd a cri tical level･ T he acc ele ration of V Rw as prevented by P A but n ot pr e
-
V e ntedもyア.
Ve ntricularfib 畑1atio nthre sholdm ea su red with 5 0cps stim ulation w as found to beinv e rsely
PrOPO rtio n al to the rate ofac c eleration ofv entricular respo nse du ringthe stim ulation, W hich w as
attri buted to the m ode of the r atedependent changes of reftacto ry period a nd c o ndu ctivity of
V e ntric ula r rnuSCle.
